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1. はじめに 

 欧米の映画製作において、製作経理は非常に重要なポジションである。予算組みの段階からプ

ロジェクトに参加し、準備・撮影期間中は日々の出金・支払い状況を把握し、次なる状況を常に

シミュレートして報告することで、予算オーバーのリスクを軽減する。また、予算管理の透明性

を高めることで、企画に確実性を持たせ、資金調達を行いやすくすることもできる。要するに製

作経理は、プロデューサーが現場を切り盛りする上で、もっとも重要な部分をシェアするパート

ナーだ。 

 現在のところ日本ではまだ製作経理の役割が確立されておらず、製作現場に浸透もしていない。

しかしプロデューサーもしくは出資者がその存在の有用性を理解できれば、製作経理は非常に大

きな戦力となりうる。では、なぜ本来の役割が機能しないのか。出資者（製作委員会などの団体

を含む）の製作管理に対するアプローチと、日本映画の慣習的な製作体制そのものが壁となって

いるのではないだろうか。 

 本稿では、2 章で製作経理という仕事について、3 章で実際の仕事について、4 章で製作経理

の視点からの問題提起を記す。 
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2. 製作経理の役割 

図表 1 日本における映画企画開発から利益回収までの流れ 
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2-1. 日米の製作経理の役割の違い 

 日本で「製作経理」というと、週 1 回のスタッフへの仮払いや精算、月末の振込手続きなど、

簡単な経理作業をしてくれる人、と想像するだろう。いわゆる「製作デスク」の経理版という位

置付けであり、ほとんどの場合、制作会社の社員が担当している。一方、欧米における製作経理

は、日本で認識されている「アシスタントプロデューサー」というポジションの経理版に近く、

プロデューサーが現場を切り盛りする上で必要な金銭の部分、もっとも公にされない部分をシェ

アする重要なパートナーという位置付けである。 

 欧米では、製作経理はスタッフの中でももっとも早い段階で雇われるグループのひとりだが、

日本では最後のグループのひとりだ。映画のエンドロールを見ても、欧米の製作経理は高い位置

にクレジットされるが、日本ではいちばん下に近い位置である。このことだけでも、その役割の

重要性の違いをうかがい知ることができる。製作経理としての現場経験を積んだ優れた人材は欧

米においても多いわけではなく、大手スタジオから引く手あまたの存在だ。能力の高い製作経理

が、その後プロデューサーやスタジオのエグゼクティブに転身するケースも多い。 

 米国映画は、単純に作品の製作規模が大きいと同時に、ユニオン規定などにより必要とされる

仕事内容が日本に比べて複雑なため、5億円規模の作品でも 3人以上の製作経理スタッフがいる。

ユニオンに所属しているスタッフを雇用する作品では、さらに給料計算とその支払いを Payroll 

Company と呼ばれる専門業者に外注する場合が多いため、作品のお金回りを担当する人数はさ

らに増える。日々、承認サインをもらうために駆け回るいちばん下の助手から、（外注しない場

合は）給与計算をする係、小切手を切る係、コストレポートを期日に発行するため黙々とシステ

ムへの入力のみを行う係など、業務は分業され、予算規模が大きくなればなるほど、これらの分

業体制は細かくなっていき、スタジオから求められる精度の高い予算管理を行う。日本の現場に

おける製作経理の役割は、これらアシスタント的業務までを包括したものとなっている。 

 日本では、基本的にラインプロデューサーが金銭面を握っており、製作経理が製作資金全体の

流れを管理しているわけではない。不測の事態が起こった場合にも、経理担当者にデータや独立

した意見を求められることはなく、プロデューサーと出資者（スタジオ、製作委員会：以下、総

称して出資者）のみで資金面の変更を話し合うということが通常である。一方、欧米ではプロデ

ューサーが経理担当者と具体的な数字や情報を共有することで、起こり得るあらゆる可能性をよ

り早い段階で察知し、事前にスタジオと話し合いを持つことが可能となる。そのために存在する

のが予算表やコストレポートである。 

 欧米の製作経理の仕事は、企画段階から始まる。製作費を出資するスタジオの上層部を説得で

きるだけの綿密な予算表をプロデューサーとともに作成し、実際に準備や撮影が始まれば、日々

資金を管理し、プロデューサーと二人三脚で仕事を進めていく。 

 製作経理に求められる仕事は、広範囲に及ぶ。プロデューサーの頭の中にあることを、いかに

書類にまとめ、スタジオに提出するかは、プロデューサーのみならず製作経理の腕にもかかって

いる。また、撮影が始まれば、あらゆる事態に備えて将来を予測し、コストレポートに反映させ

るのも経理の仕事である。予測を可能にするには、プロデューサーのその作品へのアプローチや
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考えを知るだけでなく、人の動きや資金の流れ、雑談などから必要な情報を精査し、コミュニケ

ーションを通じて、予算管理に必要な情報を引き出す能力が必要となる。製作に困難が生じた場

合に金銭的な補てんを行う欧米型完成保証会社などが、保証審査にあたり必ず面接するのは、監

督、プロデューサー、美術監督、ラインプロデューサーと製作経理である。ここからもわかるよ

うに、欧米の製作経理は、作品を過不足なく予算内に完成させるという大きな責任を担う要とな

るスタッフの一員として認識されている。だからこそ、地位もギャラも高い。 

 一方、日本の現場では、精算が楽だから、便利だから雇う。ただし予算に余裕があれば、とい

う程度であり、必ず製作経理を付けるような制作会社はほとんどない。欧米では、製作経理なし

に映画を製作することは考えられない。これには両国の映画製作過程において、プロデューサー

や出資者が求めている製作経理の役割と仕事内容の違いが大きく影響していると推測できる。 

 

2-2. 製作経理の観点から見た現在の問題点 

 日本における映画製作予算の多くは、長年「ブラックボックス」のような存在といわれ続けて

きた。億単位の金額を扱っているにもかかわらず、製作資金の流れが不透明であり、仮払金が戻

らなくても誰も追求しないといったようなことがまかり通ってきた。資金の管理が徹底されてい

ないため、撮影が終了した時点で初めて予算超過の金額が判明するというようなことも、現在で

さえ耳にする。この際の超過分は、出資者（制作会社が完成保証をしている場合は制作会社）が

負担することになる。このようなことがたびたび起これば、映画製作への出資は非常にリスクの

高いものと認識され、資金調達が難しくなる。これまで不透明であったこのような部分をもっと

クリアにすれば、予算の問題点を事前に察知して対策を取ることで、予算超過のリスクを軽減す

ることができ、また資金の透明性を理解してもらうことで出資を得やすくなると考えられる。 

 しかし、日本の映画製作、予算管理に、欧米式の製作経理システムを導入しさえすれば改善さ

れる、というほど単純な話ではない。日本と欧米では、映画製作システムそのものが違うのだ。 

 

(1) 製作委員会方式 

 現在日本で主流となっている、1 本の作品を製作するために数社が集まり、割合を決めて共同

出資する方式。企画がある程度固まった段階でプロデューサーが予算表をプレゼンテーションし、

製作委員会との話し合いの末に予算を決定する。この予算で制作会社に製作を依頼し、多くの場

合は同時に完成保証を条件とする製作委託契約も結ぶ。これは製作予算が超過した場合、製作委

員会側はさらなる出資をせず、超過分は制作会社が負担するという契約だ。制作会社は、超過分

が管理費など自社の取り分の中で収まれば問題は起こらないが、その金額を超えた場合には持ち

出しとなる。 

 製作委員会は、いったん予算を決定し、制作会社に製作を依頼したあとは完成保証契約である

ため、予算が超過しても当初の契約金額以上を支払う義務はない。出資側にリスクがないため、
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制作会社に細かい口出しはせず、予算管理も制作会社に任せ、製作中に作成されるコストレポー

トにも興味を示さないことが多い。これが日本でいう「完成保証」である。このシステムで映画

製作を続ける以上、製作経理という職種が今以上に必要とされることはなく、よって将来の活躍

の場も、生活できるだけの報酬も望めないため、人材が育つ可能性は非常に低い。 

 

(2) 完成保証制度 

 日本でいう「完成保証」（以下、制作会社による完成保証）と、欧米の映画製作における「完

成保証（コンプリーションボンド）」（以下、欧米式完成保証）は、まったく異なるものだ。 

 欧米式完成保証制度は、出資者に対して制作会社とは別の第三者的立場にある完成保証会社が

作品の完成を保証する制度である。完成保証会社が作品の完成を保証することにより、銀行ロー

ンなどによる資金調達を行うことができる。保証を受けるにあたっては、予算など厳しい審査や

条件を通ることが必要となる。また完成保証会社は、製作経理が作成するコストレポートで製作

状況を把握する。保険会社がバックについたシステムであり、本来の意味でのリスクマネージメ

ントとして機能している。 

 一方、日本では、予算を超過した場合に制作会社は出資者に追加出資を求めない、という契約

が一般に「完成保証」と呼ばれている。しかし実際には、予算が超過した際に制作会社が超過分

を負担しきれず、業者や出演者、スタッフなどへの支払いが滞るという事態を生んでいる。たと

えば、ラボへの支払いが止まればラボはフィルムを出さず、出演者への支払いがなされなければ

その後のプロモーションへの協力も望めない。そのままでは映画を公開できず、これまでの出資

が無駄になるため、結局、法的義務はないものの、製作委員会の幹事会社が追加製作費を払わざ

るを得なくなった例もあった。 

 こうしたことから、製作委員会側がきちんと予算を管理する必要性が、ようやく一部関係者に

は認識されるようになってきた。依頼を受ける側で立場の弱い制作会社は、仕事を受注するため

に完成の保証条項を受け入れざるを得ない。予算が足りないとわかっていても契約し、不足分の

資金に別の作品の資金を回すなど、自転車操業的に製作を受託することもしばしば行われている

現実がある。本来は、予算は作品ごとにきちんと管理されて然るべきものであり、余剰分があれ

ば返金されるのも当然である。製作委員会システムが定着し、委員会に名を連ねる顔ぶれが次第

に固まってくるにつれ、互いに慣れ合いのような状態になって資金管理が疎かになりがちだった

が、意識の変化が起こりつつある。 

 現在のように制作会社に製作経理業務を任せるのではなく、製作委員会が製作経理を雇えば、

中立な立場で予算を管理し、問題がある場合には事前に報告して委員会と制作会社の間に入り、

数字に基づく客観的データをもとに仲裁に入ることができる。製作委員会は会社組織ではなく、

数社が集まった任意組合であるからこそ、第三者の客観的視点から見た公平な資金管理が必要だ。 
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2-3. 新たな製作方式 

 ここ 2、3 年で、製作委員会ではなく、LLC（合同会社）などの SPC（特別目的会社※注 1）

を設立するケースが出てきている。現段階ではまだ一般的ではないが、製作委員会という任意組

合ではなく、これら法人組織が定着すれば、映画製作をめぐる状況も今後変わってくるだろう。

法人組織であれば決算が必要となり、経理や会計士が必要になる。会社自体の経理と、映画の予

算を管理する製作経理の分業が、自然に見られるようになるのではなかろうか。 

 このような SPC では、著作権を含む知的財産を共同で保有することができ、売上もここに返

ってくる。しかし売上があり、組織が存続している限り決算を行う必要があり、税金も発生する。

製作委員会方式では、税金などは幹事会社が幹事手数料の中から負担することが多かったが、

SPC では出資メンバー全社が出資割合に応じて負担しなければならなくなる。この負担額が、

それまでの委員会費用や幹事会社手数料などと比べて多くなるかどうかは作品の収支次第とな

り、それまでになかった負担も生まれる。また、組織を解散する際にも権利の売却や譲渡の方法、

コストなど、専門職の知識が必要となり、さらに費用がかかる。製作委員会方式ではこのような

コストに見合わないため、SPC 方式は製作から回収が比較的長期に及ぶ大型作品向きといえる。 

 ほとんどの場合、製作予算は売上予測に基づいて決定されるため、以上のようなことを考え合

わせると、SPC 方式より費用負担の尐ない製作委員会方式の方が楽だと判断する会社は多いだ

ろう。また、収益のほとんどを日本市場から得るビジネスモデルで製作に携わるプロデューサー

にとっても、SPC 方式は決して魅力的なものではない。しかし、グローバルな資金調達や製作

が基本である共同製作には SPC 方式は不可欠である。日本独自の製作委員会方式は通用しない

のだ。無限責任の任意組合である製作委員会方式とは異なり、SPC 方式は匿名組合契約による

有限責任となる。さらに SPC を用いることでキャッシュフローを透明化でき、金融機関による

融資や、業界外からの出資を呼び込みやすいという利点もある。資金及び製作を共同管理するた

めに、それぞれの企画に応じた組織形態を選択することになるだろう。 

 共同製作では、その選択肢を提案してくれる税理士や弁護士の存在は不可欠であり、各国の出

資比率決定の判断材料のひとつとなる製作予算の組み立て方、見せ方もより説得力が求められる。

特に海外との共同製作などでは、両者が信頼できる中立な立場の製作経理チームが多くの障害や

困難を一緒に解決する戦力となるであろう。 

 

※注 1 資産の流動化や証券化を目的として設立される会社。ここでは、映画製作への投資を目的として資金を調達し、

著作権を一元管理するための会社のことをいう。 
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3. 製作経理の実務 

 ここからは、実写映画製作過程の製作経理の仕事を、実務ベースで紹介していく。 

 製作経理の仕事は、企画開発、準備、製作・仕上げそれぞれの段階で異なる。出資・配給・キ

ャスティングなどの交渉が行われている「企画開発」段階では、まず予算案を作成する。続いて

前述の要素が確定し、撮影監督や美術部などのクリエイティブチームが参加した「準備」段階で

は、ロケハンなどによる情報をもとにシミュレーションや組み替えを繰り返し、実行予算を作成。

同時にキャッシュフローを作成する。そして、クランクインからポストプロダクションまでの「製

作」段階では、実際の出金・支払いなどの経理業務を担当しつつ、実行予算及びキャッシュフロ

ーに対する製作費の使われ方をレポートし、予算を管理していく。 

 2 章でも繰り返し書いたように、欧米と日本では製作経理の実務の内容、考え方にさまざまな

違いがある。ここでは、具体的な仕事内容の解説に加え、日米の違いも記している。欧米との仕

事の経験者はもちろんだが、未経験であるという方にこそ、違いとそのベースになった考え方を

会得してほしい。 

 

3-1. 企画開発段階 

(1) 予算表作成 

 欧米では、製作経理は映画の企画段階から参加する。といってもまったく白紙の状態からでは

なく、ある程度製作開始が見込め、ゴーサインが出る直前から参加することが多い。この段階で

はプロデューサーとともに予算表を作成し、企画成立の主要な要素のひとつであるファイナンス

面をサポートする。企画段階での予算作成は、ある程度の確実性のある大枠の条件（監督、脚本、

メインキャスト、撮影時期など変動要素である Above the Line）をベースに、ロケハンなどの結

果を踏まえ、技術コストである Below the Line で考えられる「制作方法」を金額の面からシミュ

レートすることが主である。 

 大雑把に「欧米」といっても大手スタジオとインディペンデントでは製作管理のレベルが違う。

ここでは大手スタジオを想定し、説明していく。 

 

(2) 予算表の考え方 

 欧米と日本の予算の組み方には大きな違いがある。欧米では作品を製作するにあたり、準備、

撮影、仕上げに何日必要か、何にいくら必要かといった細かなことから予算を積み上げていく。

日本の場合、まず予算がいくら、撮影日数が何週、という大枠を決め、その中で細かなことを決

めていく傾向がある。また、制作会社による完成保証契約があるため、出資者の出資額の範囲内

で作品が完成すれば細かな部分にはあまり留意しない。 
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 組み方以外にも考え方の違いがある。特に米国の大手スタジオの場合、予算表（いわゆる提出

予算）はオフィシャルな資料であり、最終的に上層部に提出する予算表にはスペルチェックまで

入る。 

 

図表 2 予算表作成のためのフォーマットが書かれたアカウンティングマニュアル 

 

 

 予算表のフォーマットはスタジオごとに異なる。フォーマットを統一することで、年間何十本

もの映画を製作するスタジオ側が各作品を把握、管理しやすくしている。データベースとしても

比較や分析がしやすい利点もある。日本のいわゆる大手スタジオはフォーマットを持っているも

のの、製作委託する制作会社のフォーマットでよし、とするケースがほとんどのため、予算表の

見え方はバラバラであり、必要ともしていないのだろうが、欧米のような一元管理をより難しく

している。 

 企画にゴーサインが出される際の重要な要素は契約であるが、原作権、脚本、場合によっては

監督などの Above the Line の項目以外、企画にゴーサインが出ていないのに契約が結ばれること

はない。いつから製作を始めるか、俳優やスタッフをいつから拘束するか、正式な契約を結ぶ前

にあらゆるシミュレーションをした上で予算表を作成する必要がある。 
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 たとえば、俳優 A に代わって俳優 B をキャスティングした場合、当然付随する要素も変わっ

てくる。A の場合は専属のヘアメイクやアシスタント、ボディーガードが必要となるが、B の場

合は必要ないとすると、俳優に対するギャラ以上の部分に変更が生じる。また米国の場合、州に

よってインセンティブに違いがあるため、A 州で撮影した場合と B 州で撮影した場合に予算に

違いが生じる。よいことも不都合なことも含め、数字上でシミュレーションすることは経理の役

割である。日本も欧米も、プロデューサーはロケハンに出向くが、製作経理が同行することはま

ずない。そのため、実際にロケハンに行った人から情報を集め、予算表にも反映させなければな

らない。 

 予算を組む際に欧米でもっともよく使用されているのは、予算表を作成するために開発された

ソフト「Movie Magic Budgeting（以下、MMB）」である。このソフトを使い、さまざまなデータ

や状況に応じた数式を入力すれば、一部を変更した場合に全体の予算にどう影響するかなどを一

瞬にしてシミュレーションすることができる。あらゆる煩雑な計算も MMB で簡単に計算でき、

予算表作成ソフトというより、予算にたどり着くまでの製作費シミュレーションソフトといった

方が、MMB の機能と役割がより的確に伝わるかもしれない。 
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(3) 予算表作成ソフト「Movie Magic Budgeting」 

図表 3 MMB の画面 

 

 

 たとえば数カ国で撮影を行う場合、各国のユニオン規定などのデータを入力しておけば、A 国

での撮影日数が減り、B 国での日数が増えた、などという場合も、日数の数字を変更するだけで

全体の予算を瞬時に計算し直してくれる。海外では、残業手当など就労条件に関する細かいユニ

オン規定（※注 2）がそれぞれの国にあり、これらを確実に計算し徹底した管理を行わないと、

容易に予算オーバーに陥る危険性がある。あらゆる事態を想定し、常にソフト上でシミュレーシ

ョンを繰り返す、というのが欧米の予算管理の意識ベースである。 

 

※注 2 監督協会、俳優協会などと同じく、スタッフも部署ごとに協会が存在し、それぞれ最低賃金や残業手当、食事

が規準時間内に提供されなかった場合のミールペナルティなど詳細な規準を設けている。 
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図表 4 MMB の Globals Report 

 

 

MMB の Globals Report というファンクションにさまざまな条件を考慮した計算式を入れておけば、撮影条件の変化がす

ぐに反映される。 
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 また MMB では、作成した予算を変更した場合、それがいつ誰によってなされたか、どう変更

になったかという形跡が残るようになっており、変更箇所が一目瞭然であることで、管理しやす

くなる。 

 予算も小さく、ユニオン規定などの複雑な計算も必要ない日本では、予算表の作成に Excel が

使われることが多い。しかし、Excel では変更箇所をひとつひとつ手で直す必要があり、予算表

のように膨大な項目を網羅する表では間違いが起きやすい。また、変更前と変更後の比較がしづ

らいという、予算を受け取る側＝出資者にとっても不便な面もある。 

図表 5 変更箇所が把握しやすい MMB 

 

MMBは形跡が残るため、変更箇所が一目瞭然で把握できる。 
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 さらに、海外での撮影部分も、現地の通貨で入力しておけば、その時点での為替レートで一瞬

にして全体予算を日本円で（その逆も）見ることができるため、国をまたいで製作を行う際には

非常に便利だ。 

 完成した予算表には、トップシートが付けられる。これにもスタジオごとに独自のフォーマッ

トがあるが、30～40 ページにも及ぶ予算表すべてに目を通さなくても、このトップシートを見

れば撮影日数やメインキャストのギャラなど、企画の要となる予算要素が把握できるようになっ

ている。このトップシートも製作経理が作成する。スタジオの上層部はトップシートだけを見て

判断することもあり、数十ページにおよぶ予算表に比べ、たった 1 ページの紙が極めて重要な意

味を持つ。 
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図表 6 MMB のトップシート 

 

  



‐16‐ 

 企画は、予算がスタジオに最終的に承認されると成立し、準備段階に入る。予算と同時進行で

作成してきたキャッシュフローに基づき定期的かつ、ほぼ自動的に製作資金が投入されるのだが、

それに先立ち、もう一段階プロセスを踏む。これは、予算を作成したプロデューサーだけでなく、

それを実行するメンバーにも責任を持たせるためだ。そのメンバーにはラインプロデューサー、

製作経理のみならず、監督が含まれる場合もある。 

図表 7 サインオフシート 
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 次に挙げるのは、ハリウッド式と日本式の予算表のトップページである。両者のもっとも大き

な違いは、ハリウッドでは Above the Line Production と Below the Line Production のふたつにはっ

きり分けていることだ。なお、MMB の予算項目例を 32 ページにまとめたので、そちらも参照

いただきたい。 

 

図表 8 ハリウッド式と日本式の予算表 

 

左がハリウッド式、右が日本式の予算表。予算表は、ハリウッドと日本では異なる。 

 

 Above the Line は、その作品の要素を決定づけるもの、たとえば企画（原作）、プロデューサー、

監督、脚本、メインキャストにかかる費用が含まれる。メインキャストが変われば観客層も変わ

り、脚本がそのキャストに合わせ書き直される可能性もあるが、同時に企画自体が成立しなくな

る＝製作を止める決断につながる可能性さえある。このように、企画成立の条件となる項目をこ

こに計上する。 

 また、Below the Line での違いは、予算項目が種類ではなく、部署ごとに分かれている。この

違いは、準備が始まった瞬間から、予算はプロデューサーではなく、各部署の長が自分の部署の

スタッフや機材の予算を管理するようになり、それらをプロデューサーが吸い上げ、束ねて把握

する点にある。トップページのあとには、すべての項目を記した予算の詳細が何十ページも続く
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が、まず部署ごとに分けて記すことで、部署単位のプラスマイナスがひと目でわかり、変更が出

た際などのやりくりもしやすい。 

 図表 8 は一例であり、スタジオごとに項目の分け方やフォーマットには違いがある。たとえば、

ラインプロデューサーが「プロデューサー」という Above the Line に入っているスタジオと、あ

くまでも「現場スタッフ」という Below the Line に計上するスタジオもあり、予算表のフォーマ

ットを見ると各スタジオの考え方もわかる。 

 ちなみに、MMB は予算作成のためのソフトだ。誤解もあるようなので、ここであらためて説

明すると、コストレポート作成や会計処理には別の会計ソフトを使用する。 

 

(4) 法務との連携 

 予算管理において、製作経理と法務の役割は切り離せない関係にある。なぜなら、あらゆる契

約内容を製作経理が把握し、予算に反映させなければならないからだ。特に欧米は、メインキャ

ストの契約内容が非常に細かい。それらが確実に予算に計上されることはもとより、契約の期日

に確実に支払いが行われることは非常に重要である。税金面でも法務と経理、税務はお互いの知

識、リサーチの結果を契約書、予算表に反映させていく。たとえば、海外から原作権やリメイク

権を取得したり、海外の監督やカメラマンなどのスタッフを雇用したりした場合の源泉税などが

それにあたる。双方が同じ情報を共有していることが不可欠であり、事前の専門家によるアドバ

イスや調査を怠ったり、連携がうまくいっていなかったりすると、予算超過や、延滞税の支払い、

さらには契約違反や契約不履行という事態に陥りかねない。 

 また、地域によって違いのあるタックスインセンティブ（※注 3）をいかに正確に予算に組み

込むかという点でも、法務との連携は欠かせない。その他、特定の製品が作品中に映り込む場合

に著作権をクリアにすることなども法務の大切な役割だ。日本では映画の小道具として多尐映り

込む程度で契約書などが交わされることはまれであり、せいぜい口頭の連絡を入れる程度だが、

万が一訴訟問題になった場合にきちんと書面で契約が残っていなければ、賠償金なども予算から

捻出しなければならない。さまざまな変更に対応するためには、製作経理と法務のみならず、現

場との連携も必要である。 

 

※注 3 世界各国が地方自治体レベルで映画製作を誘致するために設けた税金の還付や現金での還元システム。

http://www.entertainmentpartners.com/Content/ProductionIncentives/ProductionIncentives.aspx 
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(5) キャッシュフロー 

 決定した予算に合わせ、プロデューサーとミーティングを行いながらキャッシュフローを作成

するのも、製作経理の重要な仕事である。準備、撮影、ポストプロダクションと、1 週間ごとに

予算の流れを表にしていく。日本の場合、プロデューサーまたはラインプロデューサーが予算表

もキャッシュフローも作成する。 

 欧米ではキャッシュフローをもとにしてしか支払いが行われないため、この時の読みが甘く想

定が間違っていると、現場で資金がショートすることも起こり得る。先にも述べたように、作品

ごとに SPC を設立する欧米では、おのずと銀行口座もスタジオや制作会社から独立しており、

出資者は必要最低限以上にこの製作口座に資金を移動することはない。その口座の残高は、製作

経理が管理し、コストレポートと一緒に毎週報告する。 

 日本の場合、契約で準備開始時に総予算の 4 分の 1、クランクインの段階で 4 分の 1 など、4

回ほどに分けて振り込まれることが多く、欧米のような理由からの資金ショートの問題は起こり

えない。このキャッシュフローのタイミングと金額も、日本の「制作会社による完成保証」を成

立させる大きな要素でもある。製作途中のコストレポートさえ必要とされない制作会社による完

成保証製作委託契約においては、口座残高はなおさら関知せず、である。出資者から振り込まれ

た製作委託金（出資金）は、最終的に製作費の支払いが滞りなく行われれば、作品の製作費以外

にも流用できる。 

 特に米国映画の場合、予算表の明細が 1,000 項目にも上ることは珍しくない。そのキャシュフ

ローを週単位で作成するのは、非常に手間のかかる作業であり、間違いも発生しやすい。予算作

成と同様、綿密な計算が要求される上、間違いに対する責任も大きいため、業界からの高い要望

に応えるべく、現在キャッシュフロー作成用ソフトの開発も行われている。この点でも、日本と

の顕著な違いが見られる。 

 予算表とキャッシュフローを作成し、あとはサインするばかりの契約書を揃え、初めてスタジ

オ上層部に承認を申請できる。予算表とキャッシュフローは、スタジオがその作品にゴーサイン

を出すかどうか、出すとすればどのような条件で関わるのかを判断する材料となる。製作経理は、

非常に重要な資料作りを任されているのである。企画段階から参加する製作経理は、経理のトッ

プの人材であり、製作準備に入る段階から助手が参加することが多い。 

  



‐20‐ 

図表 9 キャッシュフロー 
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3-2. 準備段階 

 企画にゴーサインが出されると、準備段階に入る。ここからカメラマンや美術部などのクリエ

イティブチームが参加し、これまでよりもさらに深く細かく具体的な予算が決定されていく。各

部署が参加し始めると、それまで想定していなかったことが多数生じてくるため、変更部分を再

度調整・シミュレートする。たとえば、この町で撮影する予定だったが、同じ時期にイベントが

開催されることがこの段階で判明して変更を余儀なくされる、などということもある。シミュレ

ーションをし直し、条件が変化していく中で、全体の予算が変わってしまうこともある。 

 製作準備に入る頃、製作経理は後述する経理マニュアルと、サイン済みの契約書の束を渡され

る。予算組みの段階でも契約内容をチェックするが、ここでは実際に結ばれた契約を詳細に確認

する。これを経理のトップが行うことはまれだが、助手はひとつにつき 10～20 ページある内容

を細かく把握する。どの支払いがいつどのように行われるのか、この場合にはどのような支出が

生じるのか、契約に違反するようなミスが絶対に生じないように細心の注意を払う。 

 また、契約書が揃い、その内容を理解していても、ひとつひとつの支払いには支払う側の承認

が必要となる。特に、ある種類（原作権やキャストなどが多い）、ある金額以上（欧米では 5,000

ドル以上などのルールを決めている場合が多い）の支払いなどはもとより、キャッシュフローに

基づく出資者からの資金移動依頼の際、現場のプロデューサー以外にスタジオ側の承諾をもらう

必要があり、相手のスケジュールも事前に把握していなければならない。出張中などの理由でサ

インがもらえなければ、予定通りに資金調達もできず、支払いも行われない。こういった細かな

責任も製作経理が負っている。 

 準備段階から、各パートへのギャラの支払いが発生し、コストレポートの作成を始める。それ

までの想定の段階から、現実の金銭の動きを追う段階に入る。今どれだけ使っており、どれだけ

残っているのか、キャッシュフローで想定していた金額しか使わない、使えないことを経理が把

握している必要がある。 

 日本の製作現場では、この準備段階から製作経理が参加することが多い。予算はすでに組まれ

ており、ここででき上がった予算表を手渡される。 
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3-3. 撮影段階 

(1) コストレポート 

図表 10 撮影段階での制作費管理の流れ 

 

 

 コストレポートは、準備段階から定期的にスタジオに提出される。これは、単に今現在の支出

や残金の詳細を記したものではなく、製作がどのような状況にあり、今後予算オーバーまたは余

る可能性はあるのかという予測を可能にし、オーバー分をどのように埋めるか（出資からの承認

を取るか）、余りをどのように使うか（返金も含め）を判断するためのものである。1 週間や 10

日ごとに提出するのが一般的だが、大手スタジオでは「Hot Cost」と呼ばれる日々レポートを毎

日提出することを義務付けている。このレポートは、フィルムの撮影済み及び現像フィート数や

エキストラの人数、食事、残業手当など、「毎日使うもの」を中心に、日々の予算に対し、金額

と数量の両面で管理する目的を持つ。 
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図表 11 Hot Cost（日々レポート） 
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図表 12 コストレポート 
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欧米のコストレポート作成と提出にはスタジオごとにルールがあり、各社に分厚いルールブッ

クが存在する。製作経理は、まずこのマニュアルを読むことから仕事が始まる。支払いに必要な

承認には誰と誰のサインが必要か、各種申請は何日前までに誰に提出するか、キャッシュフロー

の申請の手続き方法から、たとえば入力の仕方では A をふたつ購入する場合は「A×2」ではなく

「A（2）」に統一するといったような、細かなことまでがマニュアル化されている。フォーマッ

トを統一することで、年間何十本もの映画を製作するスタジオ側が各作品を把握、管理しやすく

している。 

 

図表 13 Accounting Policies 

 

ボリュームのある経理のマニュアルに従い、報告がなされているかを内部監査する。 

 

 また、世界各国で映画製作をしている欧米の大手スタジオでは、撮影中に監査役を現地に送り

込み、管理の徹底を行う。税金の支払や経営状況を株主に報告するという、一般企業、特に上場

会社に義務付けられている自社の財務報告を第三者である大手会計事務所に委託し、社長が株主

に対し発表する会社の健全性または現状と将来の展望を、客観的に「監査」すること以前の「内
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部監査」であり、まったく性質の異なる監査である。映画製作会社としての「会社独自のコスト

管理に対する規則を詳細に明記したマニュアルに従い、報告がなされているか」を確認、指導し、

プロデューサーとの癒着がない、製作経理としての中立かつ正確な報告がなされていることを自

社で確認、管理するリスクマネージメントの一環である。 

 支出のデータだけでなく、予算をオーバーしたものが何で、なぜそうなったか、それに今後ど

う対応するかなど、状況の説明もレポートの重要な要素である。このヴァリアンスレポート

（Variance Report）では、たとえば不足した分をどこからどう工面するか、予算を動かした場合

に差額がいくらになる、といったことと一緒に、決算予測（EFC：Estimated Final Cost）を算出

する。これも予算表と同じように、10 ページ以上にわたるコストレポートの要点を 1 ページに

まとめたものであり、スタジオのトップがこの 1 枚でその作品の金銭的現状がすべて把握できる

ものでなければ意味がない。 

 これらのレポートをまとめるために、製作経理は製作現場をよく理解している必要がある。実

際、欧米の優秀な製作経理は、使用する機材のひとつひとつまでを把握している。きちんとした

知識の上に予算管理しており、プロデューサーの承認をもらう前に、すべてに判を押すのではな

く、時にはストッパーの役目も担う。間違って申請されたものを、間違いと気づかないまま支払

うことのないよう、疑問はすべてクリアにしてから進める能力も求められる。 

 たとえば、衣裳担当スタッフに支払う報酬に、材料費やレンタル費などが含まれている場合の

税金を、金額を交渉するプロデューサーやスタッフが認識していないケースでは、税金は作品の

予算だけでなく、制作会社の決算などにも影響するため、細心の注意が必要であり、場合によっ

ては請求書や契約書の変更やその書き方も提案する。 

 別な例では、日本で外国映画の撮影を行う場合、日本を知らない海外のプロデューサーの質問

は、物や人の単価や税金などの金銭的なことに留まらない。ロケーションの仕切り方ひとつとっ

ても、自国とは当然勝手が違うからだ。なぜか？ 解決法は？ 次に想定されることは？ 製作

経理は、それらすべてを数字に置き換えなければならない。また、この重要な過程において、い

わゆる慣例の押し付けや過去の事例の列挙に留まらず、中立な立場での提案、アドバイス、予測

など直接やりとりができるだけの経験値と客観性、独立性も求められる。 

 日本の場合、多くはプロデューサーのみが予算を握っている。かつては 100 万円単位の仮払い

がサインすらなく行われるようなこともあり、資金の流れや責任の所在があいまいにされていた。

現在も、主に精算業務を受け持つ製作経理が把握しているのは、累計支出の詳細のみである。地

方ロケでない限り、製作経理が現場に常駐することはなく（その場合もあくまでも「地方ロケで

の仮払い、精算業務が大変だから」が主な理由である）、撮影がどのように進んでいるのかがわ

からないことが多い。現場の進行状況がその後の予算を左右するのは当然だが、その情報がきち

んと製作経理に伝わらず、現状では将来の予測をすることが不可能となっている。 
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図表 14 Estimated Final Cost 

 

Estimated Final Cost は、刻々と変わっていく状況を数字に置き換えている。 

 

 今日撮りこぼしたものは後日どこで撮るのか？ 新たに日を設定するのか？ 撮影日数が 1

日増えればそのぶん予算が膨らむが、その場合はどうするのか？ あらゆる可能性を数字で示す

のが、コストレポートの本来の役目である。決算予測は、状況に応じて日々変化して当然のもの

だが、予算の大枠のみがあらかじめ決定しており、制作会社による完成保証がされている場合、

余程オーバーしない限り予算が見直されることはなく、また余るとわかっていてもぎりぎりまで

変更されないことが多い。このような制作会社による完成保証契約のもと、単に使った額の累計

を見せるだけではコストレポートを作成、提出する意味は薄い。 
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3-4. 仕上げ段階 

 欧米には、ポストプロダクションを専門に担当する製作経理が存在する。仕上げ段階では、ロ

ケ地の天候によるスケジュール変更などの突発的な要素は尐ないが、仕上げ工程の効率やスケジ

ュール、コストの詳細を把握し、撮影期間中とは違った点に注意を払う必要がある。欧米では、

その知識や経験の豊富な Post Production Accountant として、それまでとは違う経理が担当する場

合も多い。 

 また、日本にはない製作経理の役割として、作品の資産の整理・納品がある。これにも大手ス

タジオにはマニュアルが存在し、一元管理している。撮影・仕上げが終わって最終的に撤収する

際、経理関係のオリジナル書類などを整理するだけでなく、衣装や小道具、現場スタッフがロケ

ハンで使った写真や参考書籍、DVD まで、製作費で購入したすべての資産を、Wrap Policy（撤

収方針）というマニュアルのルールに沿って整理・ファイリングし、マニュアルに従いボックス

をナンバリングし、スタジオに納品する。 

 

図表 15 Wrap Policy 

 

在庫品の整理方法及び経理引き継ぎ方法を詳細に指定している。 

 

 そのような資産はまず部署ごとに整理するが、最後まで関わる製作経理が、そのインベントリ

ー（在庫品）ひとつひとつの項目をつき合わせて、どこに何箱送られたかなどを最終的にチェッ

クする。製作経理は、コストレポートを作成するためのデータ入力の際に、資産となる支払いに

トップシート 
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フラグを立てる。よって、毎回コストレポートが提出されると同時に、その期間にどんな資産が、

誰によって購入されたかがわかる。これらをすべてボックスに納めなければならない。このよう

に、製作経理はすべてを統括・把握している必要があり、すべての資産を任せられる人でなけれ

ばならない。 

 日本の現場では、資産の管理を製作部が行っている。しかし実際には、宣伝に使うことを初め

から決めている衣裳や小道具などを除き、その後の用途がはっきりしないもの、参考書籍や DVD

などは、スタッフが持っていても問題になることは尐ない。米国映画のように製作費が莫大でな

いこともあり、資産に対する意識が薄く、管理の仕方も違う。とはいえ欧米でも、フラグを立て

なければ 100％把握することはできず、データ上一致していればそこまで細かく問わないのも実

情である。 

 日本では、撮影が終わって仕上げ段階に入ると、製作経理の仕事はほとんどなくなり、最後ま

で関わらない場合も多い。製作費削減のためだ。この場合、編集関係のスタッフや最終的なラボ

の支払いは制作会社に引き継ぎ、最終的なコストレポートの作成のみをする。 

 欧米でも日本でも、製作経理が関わるのはこの段階まで。収益の分配など、その後の経理は、

欧米の場合は専門部署が、日本の製作委員会の場合は幹事会社が行う。 
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4. プロデューサーを支える製作経理 

 繰り返しになるが、予算管理の方法や考え方は、国によってある程度の幅があって当然だ。し

かし 2011 年においても国外の同業者＝映画製作者がいまだに「日本での撮影の不安材料のひと

つ」と挙げるような管理体制は、自ら改善すべきではないだろうか。 

 

4-1. 求められるプロデューサーの意識改革 

 日本のプロデューサーは、資金調達から現場の仕切り、脚本直しなどのクリエイティブ面まで、

ひとりであまりにも多くのことに関わっている。また、仕事を大まかにビジネスサイドとクリエ

イティブサイドに分けた場合、クリエイティブをより重視する傾向が強いように見受けられる。

残念ながら、現在の日本映画の製作現場では、製作経理のポジションは非常に低い。経理や法務

など、画面に映らないものに対する予算を極力削減しようと努力する傾向があるためだろうが、

本来は金額の大小はあれ、限られた予算だからこそ、それを有効に使うために大いに活用できる

ポジションである。 

 これは、欧米との文化や作品規模の違いだけでなく、ビジネスサイドを担う製作経理や弁護士、

税理士などを上手に使えるプロデューサーが尐なく、そのためにこうした分野の人材が育たない

という悪循環によるものでもある。共同製作や海外展開をもくろむ企画だから製作経理を雇う。

そうでなければ費用対効果はゼロに等しく、よって必要ない。このような短期的な判断ではなく、

長期的戦略の一部として、その必要性が生じた時に即座に動けるよう、プロデューサー自身が必

要な専門職とのつながりを強化しておくことが望まれる。 

 

4-2. 求められる製作経理の能力 

 プロデューサーを支える重要なポジションと認識されるためには、製作経理を担当するスタッ

フにも課題はたくさんある。上司からの指示に従い、正確かつ確実に経理業務を遂行することが

評価につながる、いわゆる企業の経理担当者と日本の製作経理は似ている。しかし、プロデュー

サーが求める製作経理はそれだけではない。特に海外の製作に携われば、その違いは顕著だ。国

際的な製作経理を志す人が意識して鍛えるべきは、経理以外の能力ともいえる。単に、簿記能力

と現場の場数から得た知識だけではない。プロデューサーの支えとなれるだけのコミュニケーシ

ョン能力、探究心、独立心、責任感が強いことなども重要なポイントだ。 
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4-3. 日本映画の国際的なビジネス展開を支える基盤作り 

 これまで述べてきたように、将来の映画製作の体制を変えるには、出資者やプロデューサーの

積極的な意識改革と、それに対する予算計上が不可欠である。人材育成という観点では、映画学

校での専門コースの開設も入り口のひとつとして望まれるが、出資者、プロデューサーが製作経

理を重要なスタッフのひとりと認識し、ほかのスタッフと同様に人件費を製作予算に計上し、現

場の経験を積む機会を与えることが切望される。平均的な日本映画製作における製作経理の報酬

は、さして大きな金額ではない。むしろ、製作経理がいることで無駄な費用を見付けることがで

きるなど、単純な予算追加とはならない。 

 「コストマネージメント」「リスクマネージメント」の観点からも、一緒に予算を作成し、日々

の管理をすることにより、優秀な製作経理が育ち、それぞれの部門の役割分担が確立されていく

であろう。このスクリーンに映らない出費は、今後増えるであろう海外での撮影や共同製作にお

いても、現地の製作経理とうまく連携できることで、予算超過リスクの軽減につながり、そして

予測通りの収益の確保へとつながる有益なコストであると確信する。 
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5. MMB 予算項目例 

 参考までに、「Movie Magic Budgeting」の予算項目例を以下に記載する。 

 

5-1. Category Description 

(1) Above the Line 

101 原作費 

102 脚本費 

104 プロデューサー費 

105 監督費 

106 メインキャスト費 

107 助演キャスト費 

108 スタント費 

 

(2) Below the Line Production 

111 エキストラ費 

112 製作スタッフ費 

114 美術人件費 

115 美術建て込み費 

116 特殊機材及び操演費 

118 撮影費 

119 現場録音費 

120 照明費 

121 特殊撮影及び効果費 

123 装飾費 
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124 劇用動物費 

125 衣裳費 

127 ヘアメイク費 

131 小道具費 

135 劇用アクション小道具費（劇用車等） 

140 フィルム／テープ及び現場現像費 

141 セカンドユニット費 

143 VFX 費 

144 テスト費 

149 準備費 

150 ロケーション費 

157 車輛費 

159 ステージ費 

 

(3) Below the Line Post Production 

361 編集費 

363 仕上げ録音費 

364 仕上げ現像費 

366 音楽費 

368 タイトル費 
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(4) Below the Line Other Charges 

470 一般管理費 

471 保険費 

475 製作宣伝費 

 

5-2. Description 

101 原作費 

101-01 原作権 

101-02 原作取得経費（法務／渡航／宿泊／打ち合わせ等） 

102 脚本費 

102-01 脚本 

102-05 資料調査 

102-08 脚本印刷 

102-18 脚本クリアランス 

102-80 脚本執筆経費 

104 プロデューサー費 

104-02 プロデューサー 

104-03 ラインプロデューサー 

104-04 アソシエイトプロデューサー 

104-08 プロデューサーアシスタント 

104-80 プロデューサー経費 

105 監督費 

105-01 監督 

105-08 監督助手 

105-80 監督経費 

106 メインキャスト費 

106-01 メインキャスト 

106-20 キャスティングディレクター 

106-40 キャスティング経費 

106-60 メインキャスト経費（専属スタイリスト等） 
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107 助演キャスト費 

107-01 助演キャスト 

107-02 その他キャスト 

107-40 助演キャスト諸経費 

107-63 アフレコ出演料 

108 スタント費 

108-01 スタントコーディネーター 

108-02 タントマン 

108-40 スタント機材／経費 

111 エキストラ費 

111-01 エキストラ 

111-03 スタンドイン／吹き替え 

111-20 エキストラキャスティング 

111-40 エキストラ経費 

112 製作スタッフ費 

112-01 製作担当 

112-02 助監督チーフ 

112-03 助監督セカンド他 

112-11 スクリプター 

112-15 ロケーションマネージャー 

112-18 コーディネーター 

112-19 製作デスク 

112-21 製作進行 

112-16 製作経理 

114 美術人件費 

114-01 美術監督 

114-02 アートディレクター 

114-03 美術助手 

114-07 美術部応援 

114-11 組付大道具 

114-40 美術部経費 

115 美術建て込み費 

115-01 セット建て込み費 

115-02 オープンセット建て込み費 
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115-03 ロケセット加工費 

115-40 資材等購入品 

115-50 高所作業車他重機レンタル 

115-93 足場組み立て他経費（廃棄物処理含） 

116 特殊機材及び操演費 

116-01 特機担当 

116-07 特機スタッフ 

116-40 特機購入品 

116-50 特機レンタル 

116-60 紛失／破損 

118 撮影費 

118-01 撮影監督 

118-03 撮影助手チーフまたはオペレーター 

118-04 撮影助手セカンド 

118-05 撮影助手サード 

118-06 撮影助手フォース他 

118-07 撮影部応援 

118-08 ステディカムオペレーター 

118-23 VE（ビデオエンジニア） 

118-40 撮影消耗品／購入品 

118-50 撮影機材レンタル 

118-60 紛失／破損 

119 現場録音費 

119-01 録音技師 

119-02 録音助手チーフまたはブームオペレーター 

119-03 録音助手セカンド他 

119-07 録音部応援 

119-40 録音消耗品／購入品 

119-50 録音機材レンタル 

119-60 紛失／破損 

120 照明費 

120-01 照明技師 

120-02 照明助手チーフ 

120-03 照明助手セカンド他 
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120-07 照明部応援 

120-40 照明消耗品／購入品 

120-50 照明機材レンタル 

120-60 紛失／破損 

121 特殊撮影及び効果費 

121-01 特殊撮影／効果コーディネーター 

121-03 特殊撮影／効果人件費 

121-09 特殊撮影／効果製作費 

121-40 特殊撮影／効果消耗品／購入品 

121-50 特殊撮影／効果レンタル 

121-60 紛失／破損 

123 装飾費 

123-01 装飾担当 

123-02 飾助手 

123-07 飾部応援 

123-40 装飾品購入 

123-50 装飾品レンタル 

123-60 紛失／破損 

124 劇用動物費 

124-01 調教師／飼育係 

124-04 劇用動物購入 

124-50 劇用動物レンタル 

124-55 劇用動物運搬及び宿泊 

125 衣裳費 

125-01 デザイナー及び衣裳担当 

125-02 デザイナー及び衣裳助手 

125-04 衣裳助手 

125-10 外注衣裳直し／製作 

125-12 クリーニング 

125-40 衣裳購入 

125-50 衣裳レンタル 

125-60 紛失／破損 

127 ヘアメイク費 

127-01 ヘアメイク担当 
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127-02 ヘアメイク助手 

127-05 刺青等ボディーメイク担当 

127-07 ヘアメイク部応援 

127-21 特殊メイク担当 

127-40 ヘアメイク購入品 

127-50 かつら等ヘアメイクレンタル 

127-60 紛失／破損 

131 小道具費 

131-01 小道具担当 

131-02 小道具助手 

131-05 銃器等取扱者 

131-08 消え物担当 

131-30 小道具製作 

131-40 小道具購入品 

131-50 小道具レンタル 

131-60 紛失／破損 

135 劇用アクション小道具費（劇用車等） 

135-01 劇用車輛他コーディネーター／メカニック 

131-40 劇用車輛他購入 

135-50 劇用車輛他レンタル 

135-60 修繕／メンテナンス 

140 フィルム／テープ及び現場現像費 

140-01 フィルム／テープ 

140-18 場現像 

140-19 現場プリント 

140-20 テレシネ／ラッシュ作成 

140-40 現場現像購入品 

140-50 試写室等レンタル 

141 セカンドユニット費 

141-05 監督 

141-06 キャスト 

141-11 エキストラ 

141-12 プロダクションスタッフ 

141-14 美術 
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141-15 美術建て込み 

141-16 特機／操演 

141-18 撮影 

141-19 現場録音 

141-20 照明 

141-23 装飾 

141-25 衣裳 

141-27 ヘアメイク 

141-31 小道具 

141-35 劇用車等 

141-40 フィルム／現像 

141-43 VFX  

141-49 準備 

141-50 ロケーション 

141-57 車輛 

141-59 スタジオレンタル 

143 VFX 費 

143-01 VFX スーパーバイザー 

143-03 VFX 編集人件費 

143-13 モーションコントロール 

143-14 モーションキャプチャー 

143-15 ワイヤー消し 

143-16 テレシネ／スキャニング 

143-17 CGI／SGI 0 

143-20 ミニチュア製作スーパーバイザー 

143-22 ミニチュア製作 

143-42 グリーンバックレンタル 

143-44 テスト 

143-50 機材／スタジオレンタル 

144 テスト費 

144-01 スタッフ 

144-05 美術／装飾／小道具 

144-08 ロケーション 

144-15 車輛 

144-50 機材レンタル等 
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144-51 スタジオレンタル等 

144-55 フィルム／現像 

149 準備費 

149-01 渡航／宿泊／交通 

149-02 食事 

149-03 車輛 

149-04 高速／燃料／駐車 

149-05 通信 

149-06 資料調査 

149-07 備品／消耗品 

149-08 許可申請／謝礼 

149-09 その他準備／ロケハン経費 

150 ロケーション費 

150-01 渡航／宿泊／交通 

150-11 食事／打ち合わせ 

150-18 ロケセット使用（控え室等含） 

150-20 ロケ地設営（重機等）レンタル／購入 

150-21 現場／ロケセット警備等 

150-22 許可申請／謝礼 

150-25 製作備品購入／レンタル 

150-28 通信／運搬 

150-31 製作祈願／打ち上げ 

150-51 その他ロケーション経費 

157 車輛費 

157-08 ロケ車輛レンタル（月定） 

157-10 ロケ車輛レンタル（別車輛） 

157-18 その他車輛レンタル（レンタカー他） 

157-40 高速／燃料／駐車 

157-41 車輛修理／メンテナンス 

159 ステージ費 

159-01 ステージレンタル 

159-11 付帯設備レンタル（スタッフルーム等） 

159-21 電力 

159-22 空調設備等 
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159-54 足場 

159-50 レンタル（セット照明機材等） 

159-65 廃棄物処理他経費 

361 編集費 

361-01 編集担当 

361-02 編集助手 

361-17 ネガ編集 

361-40 編集購入品 

361-50 編集機材等レンタル 

361-51 編集スタジオレンタル 

361-80 編集経費（食事／交通費等） 

363 仕上げ録音費 

363-01 仕上げ録音担当 

363-02 仕上げ録音助手 

363-05 リレコ担当及びスタジオ 

363-08 アフレコスタジオ 

363-09 M & E  

363-40 仕上げ録音購入品 

363-44 サウンド・ネガフィルム 

363-49 オプチカル 

363-50 仕上げ録音機材レンタル 

363-51 仕上げ録音スタジオレンタル 

363-60 仕上げ録音経費（食事／交通費含） 

364 仕上げ現像費 

364-21 オフライン編集 

364-22 オンライン編集 

364-25 フィルムレコーディング 

364-31 0 号／初号プリント 

364-35 インターポジティブ／ネガティブ 

364-40 購入品（テープ等） 

364-50 機材／試写室等レンタル 

364-60 仕上げ現像経費（食事／交通費等） 

366 音楽費 

366-01 音楽プロデューサー 
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366-05 作曲（または音楽製作一式） 

366-06 演奏料 

366-10 原盤使用料 

366-14 音楽著作権料 

366-40 音楽購入品 

366-50 音楽機材／楽器等レンタル 

366-51 音楽スタジオレンタル 

366-60 音楽製作経費（食事／交通費等含） 

368 タイトル費 

368-01 タイトルデザイン 

368-12 メイン＆エンドタイトル 

470 一般管理費 

470-05 Dolby 使用 

470-07 映倫審査 

470-14 銀行手数料 

470-19 法務 

470-25 税務 

470-80 事務諸経費 

471 保険費 

471-01 製作保険 

471-02 E & O 保険 

475 製作宣伝費 

475-01 スチール 

475-11 メイキング 

475-41 購入品 

475-60 製作宣伝諸経費（食事／交通費含） 


